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GPSログ比較　　　
　TomTomRunner3：QZ-1

2019-4-17
森を走ろう！
清　水　潔

TomTomRunner3：
　TomTomのGPSウォッチ
　対応GNSS：GPS、Glonass、みちびき（GPS互換信号）

QZ-1：
　NECの受信機　
 　スマホと bluetooth で接続し、
 　スマホアプリの QzssProveTool で記録した
 　対応GNSS：GPS、Glonass、みちびき
　　今回の機器はGPSとみちびきのL1S信号
         (サブメータ級補強サービス(SLAS)の
           補正データを配信する信号)
　　を受信するように設定されており、
　　今回の試用ではGlonassを受信しない

3月14日と3月21日の２回、磯子駅近くから石川町近くまで歩いてGPS
ログを記録したもの。

図化ソフトはカシミール３D、地図は地理院地図を使用した。

機器の持ち方
　緑色：TomTom　(両日)左手首に普通に装着し、手は下げた状態
　青色：QZ-1　　  (3/14)右手で水平になるように持ちながら歩行
　　　　　　　　　(3/21)デイパックの上部に水平になるように固定
　　　　　　　　　　NECのサポートより(3/14)の持ち方では
　　　　　　　　　　上半身が障害になるとの話があったので変更。
　　　　　　　　　　途中で受信が停止していたので、再度受信設定
　　　　　　　　　　しなおした。

　　TomTomはスイッチ部にアンテナがあり、走る時には、その部分
　　が上を向き受信しやすくなっているらしいが、今回は歩行だった
　　のでスイッチ部は前を向いている時間が多かった。

歩道のあるところでは歩道を歩いた。根岸森林公園のコースでは殆ど
外側の部分を歩いた。コースは、３階程度の住宅地、８階程度までの
ビルがある部分、建物のない森林公園、歩道がアーケードで覆われた
商店街などが含まれている。

歩いたコースを赤の点線で表した。

結果として、ほとんどのエリアで、TomTomのほうが精度が高かった
ように見える。根岸森林公園では、精度の差が最も少なかった。
GPS＋みちびきのSLAS補正よりGPS+みちびき+Glonassのほうが受信
できる衛星数が多いだけ精度が上ということか？

NECサポートによると、L1-SAIFはGPSの信号の電離層による誤差を
補正するものであり、本州以北ではあまり補正効果がないとの事。

「サブメータ級測位補強サービス（SLAS)は衛星数の不足やマルチパ
スや回折など周囲環境に起因する誤差を改善することはできませんの
で、このような環境では十分な測位精度が得られない場合がありま
す。」との事なので、サブメータ級精度が得られるのは、起伏が少な
く、樹木や建物が少ないなどの条件が揃った場所に限られると考えら
れる。

森林公園

歩道がアーケードで
覆われた商店街

TomTomも精度低下

３階程度の住宅地

道路南側は８階程度までのビル、
北側には森林公園の高台が
せまっている

沢底の坂道

低層の住宅街だが
QZ-1のログが反対側
の歩道にあるのは
コンクリート塀のせい？

QZ-1は、みちびき公式サイトの受信機貸し出しで
借りたもの
http://qzss.go.jp/appli-demo/appli01_info.html

この文書は地理院地図の最大解像
度のものの画面コピーをつないで
作成したA0サイズです。拡大する
と、歩道まで描かれている。

３階程度の住宅地、８階程度
までのビルがある部分が混ざっていて
大きいか高いビルの横で精度が落ちてるのが判る

ニトリは広いがそう高くない
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崖の根本の直角の曲がりを
TomTomが正確にトレースしてい
るのは驚き。根本でも南方向が
オープンになっているせいか？
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